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RI会長 9月メッセージ 



ガバナー 9月メッセージ       

 基本的教育と識字率向上月間 

 ロータリーの友月間によせて 

 

 

 

 

 

 

 

 

          国際ロータリー 第2640地区 

             ガバナー 樫畑 直尚 

 

 わが国において、基本的教育と識字率の向上

を語る場合、明治期の近代化と幕末の藩校と寺

子屋が良く引き合いに出されます。文部科学省

のHP「幕末期の教育」でも述べられているよう

に、藩校と寺子屋は江戸時代後期、特に幕末に

かけて著しい発達を見て、そして近代の学校の

主要な母体となりました。資料によってばらつき

はありますが、明治期の都市部においる識字率

は７割を超えていたというものもあり、我が国の

基礎的教育水準は、十分に世界的標準に達して

いたと考えられます。近代化は明らかに幕末の

基本的教育の普及と明治期の義務教育制度の

徹底によって、経済発展のロケットスタートに繫

がりました。1913年（大正２年）には、輸出・輸入と

も世界貿易におけるわが国の割合は２％にまで

伸長していたほどです。 

 前段で述べたように、わが国では早くから良

好な教育環境に恵まれてきましたが、世界的に

見ると、現時点で、まだその状態に達していな

い国や地域が多いという事実があります。世界

には学校教育を受けられない子ども達が、初等

教育学齢期において6,100万人、前期中等教育

学齢期において6,200万人、後期中等教育学齢

期においては1億4,100万人もいます。要するに

紛争や貧困、搾取等の為に、約2億6,400万人の

子どもたちが学校に通えない状態にあり、読み

書きが出来ない人達が7億8,500万人以上もい

るのです。ロータリーにおける識字率の向上は、

1997－98年度グレン・Ｗ.キンロスＲＩ会長が「貧困

からの脱却は識字率の向上にある」とし、「ライ

トハウス（灯台）作戦」と名付けた発展途上国の

10億人に識字能力向上を推進するキャンペーン

を展開したことに端を発します。 

 「基本的教育と識字率向上」は単独のテーマ

ではなく、ロータリー財団の人道的奉仕の６重点

分野にも含まれており、人道的奉仕の複合され

たつながりのあるテーマの１つです。 

 子供達が家族の働き手ではなく学校に行ける

環境が必要です。それには「平和と紛争予防／紛

争解決」と「経済と地域社会の発展」がなければ

なりません。 

 私たちのバリー・ラシン会長は、そのために、社

会にそしてロータリアン同士にインスピレーション

を与え続けることが大切だと説いています。 

 「かつてサン＝テクジュペリはこう表しました。

「船を造りたいなら、木を集めさせたり、作業や任

務を割り振るのではなく、はてしなく続く広大な

海への切望の心を培うことから始めなさい」。皆

さんの仕事は、船をつくることではありません。

より良い世界をつくることです。より良い世界を

つくりたいなら、ロータリアンの魂を呼び起こし、

その能力と可能性、そして私たち一人ひとりの中

にある切望の心を引き出さなくてはなりません。

より良い世界をつくりたいなら、プロジェクトを計

画したり、任務を割り当てたりすることから始め

ないでください。インスピレーションから始めてく

ださい。ロータリアンの魂、すなわち、より良い世

界への切望、そして、より良い世界をつくること

は可能だという、心の奥深くにある真の自覚を

呼び起こすことから始めてください」 

 どうぞ皆さんのクラブにおいても、世界の貧困

と戦うために、「基本的教育と識字率向上」に関

してインスピレーションが得られるような機会を

クラブ全体で作って下さい。  

 そして、素晴らしい事業やプログラムがあった

なら、「ロータリーの友」において、全国の皆さん

に情報提供とともにインスピレーションを与えて

下さるようにお願い致します。 

 今月も、皆さまにとって素晴らしい一か月であ

りますように。 



ガバナー レポート 

8月5日(日) 

RI2640地区「青少年交換長期受入学生を迎

える為のオリエンテーション」。民間外交の一

翼を担う、ロータリーの重要プログラムで

す。皆さま、宜しくお願い致します。! 

Facebook（hƩps://www.facebook.com/kashihata.rid2640/ ) 

8月3日(金) 

日本のロータリー100年の鐘 in なんば駅。

これから和歌山市に帰ります。今週の移動は

これ迄。来週、また皆さんの待つ街にお届け

致します。 

8月19日(日) 

RI第2640地区「ロータアクトクラブ・リーダー

シップフォーラム」。実質的な地区RAC活動の

スタート。左近代表始め、クラブ会長の力強

い所信表明に感激。頑張って下さいね！  

 

 

 

 

「ロータアクト・リーダーシップフォーラム」の

第二部、大運動会。見よ、縄跳び競技で見せ

たこの大ジャンプ  



ガバナー 公式訪問レポート 

7月27日(金)。公式訪問その11。「御坊ロータ

リークラブ」。古久保会長、宮所幹事始め

ロータリー歴が長く経験豊富なロータリアン

が勢揃い。昼食にはメンバーのお店の手打

ちうどんが持ち込まれ、歓迎のヴァイオリン

演奏はなんと事務局員さん！手作りとはい

え、とても真似のできないレベルの歓迎ぶ

り。 

7月30日(月)。公式訪問その12。「和歌山北

ロータリークラブ」。有田会長、山下幹事始め

多彩なロータリアンが勢揃い。会員増強にも

注力中。入場には皆さんの拍手でお迎え頂き

ました。  

8月1日(水)。公式訪問その13。「新宮ロータ

リークラブ」。川を渡れば2630地区。湊口会

長、岡幹事始め地域社会のリーダーたる

ロータリアンが勢揃い。認証は1956年と名実

ともに名門クラブ。アドレス中も全く私語が

なく、全員が視線を外さない姿勢には脱帽。  

8月2(日木)。公式訪問その14。「那智勝浦

ロータリークラブ」。濱会長、松下幹事始め

地域のリーダーか頑張っています。現在で

は珍しくなった畳敷きの大会場が嬉しい。  

Facebook（hƩps://www.facebook.com/kashihata.rid2640/ ) 



ガバナー 公式訪問レポート 

8月3日(金)。公式訪問その15。「河内長野

ロータリークラブ」。大北会長、片山幹事始

め際立つロータリアンが勢揃い。インターア

クト、ロータアクト提唱クラブとして、そして

数々の事業で大活躍。  

8月6日(月)。公式訪問その16。「和歌山アゼ

リアロータリークラブ」。黒田会長、小阪幹事

始め個性豊かなロータリアンが勢揃い。盲

導犬育成のワンワン募金は評価高く、あの

有名なアゼリアバンドを率いての慰問事業

はいつも大好評。  

8月7日(火)。RI第2640地区公式訪問その

17。「堺東ロータリークラブ」。吉村会長、芝

山幹事始め個性際立つロータリアンばかり。

年齢層も厚く、力強い。ギニアビサウでの里

親事業を展開し、今回はイェ君のカミン

ホーム例会。  

  

8月7日(火)。公式訪問その18。「堺泉ヶ丘

ロータリークラブ」。角谷会長、風元幹事始

め専門分野に詳しい精鋭のロータリアンが

勢揃い。ふれあい祭りなど地域活動も熱

心。国際大会参加費用の積立て制度があっ

たり、RIに関心が高い事に感激。  

Facebook（hƩps://www.facebook.com/kashihata.rid2640/ ) 



ガバナー 公式訪問レポート 

8月8日(水)。公式訪問その19。「海南ロータ

リークラブ」。三上会長、川村幹事始め篤い

想いのロータリアンばかり。創立後60年を超

え、花街道清掃や障がい者支援などの地域

活動から、シエラレオネの給食援助まで幅

広く活動。  

8月8日(水)。公式訪問その20。「有田2000

ロータリークラブ」。南会長、永石幹事始め

職業意識が高く情熱的でユニークな会員が

勢揃い。地域行事にも積極的に参加し、小学

校への図書寄贈は恒例化。小粒でもピリリと

辛いとはこのクラブ。 

8月9日(木)。公式訪問その21。「堺ロータ

リークラブ」。神山会長、内藤幹事始め、歴

史と伝統に彩られた名門クラブに相応しい

陣容。光る1951年1月の創立。地域行事にも

国際的な奉仕活動にも熱心に取り組む。「ガ

バナーの健康の為に乾杯」には、嬉しい驚

き。  

8月9日(木)。公式訪問その22。「堺東南ロー

タリークラブ」。鶴会長、大潮幹事始め、職業

意識が高く、奉仕の理想に強い情熱を持つ

クラブ。チームプレーが自慢で、平常時には

インターアクトの提唱クラブから、非常時で

ある東日本大震災対応まで柔軟かつ大胆

に取り組む。  

Facebook（hƩps://www.facebook.com/kashihata.rid2640/ ) 



ガバナー 公式訪問レポート 

8月10日(金)。公式訪問その23。「泉大津

ロータリークラブ」。藤野会長、寺田幹事始

め、安定した環境を背景に力強い増強運動

で会員増加傾向。東日本大震災対応の泉大

津さんま祭りなど地域活動にも熱心。 

8月20日(月)。公式訪問その24。「海南東

ロータリークラブ」。山畑会長、中村幹事を

筆頭に、地域と国際のバランスが取れた奉

仕活動を展開。親睦の一環、全国ロータリー

クラブ野球大会にも熱心。会員増加傾向。 

8月21日(火)。 公式訪問その25。「関西空港

ロータリークラブ」。高橋会長、山下副会長、

番匠谷幹事、川崎副幹事を始め、スタイリッ

シュかつ伝統の系譜が色濃い会員が勢揃

い。チームプレーに重きを置き、KIXマラソン

など立地を活かした地域活動にも熱心。 

8月22日(水)。公式訪問その26。「岸和田

ロータリークラブ」。創立65周年を祝う名門

クラブ。宇野会長、櫻井幹事を筆頭に、重厚

かつ溌剌としたバランスの取れた会員層

で、警察とタイアップした「振り込め詐欺」対

策等地域活動にも取り組む。  

Facebook（hƩps://www.facebook.com/kashihata.rid2640/ ) 



ガバナー 公式訪問レポート 

8月22日(水)。公式訪問その27。「河内長野

東ロータリークラブ」。大宅会長、森本副会

長、辻幹事を始め、ロータリー情報に関心が

高く情熱的なロータリアンが勢揃い。青少

年奉仕を中心に据えた地域奉仕に熱心。名

誉会員の三軒PDGご出席に恐縮。  

8月23日(木)。公式訪問その28。「高師浜

ロータリークラブ」。永山会長、小林幹事を

始め、ベテランメンバーが勢揃い。地域活動

に熱心に取り組み「ふれあいウォーク」は30

回を数える。また「たかいしカルタ」の作成

にも尽力。   

8月23日(木)。公式訪問その29。「羽衣ロー

タリークラブ」。納谷会長、谷野幹事を始め

若手と、平岡PDG始めベテランがバランス

良く一丸となって諸事業を展開。地域活動

には熱心に取り組み、障がい者が主役の

「ふれあいボーリング」は150人を超える大

事業。全会員が、木下事務局員お手製の蝶

ネクタイ姿でお迎え頂き感激。  

8月24日(金)。公式訪問その30。「岸和田東

ロータリークラブ」。辻林会長、近江幹事を

筆頭に、ベテランから若手まで極めてバラ

ンスの良い年齢構成。チームワークの良さ

が光る。海外ではフィリピンでの識字率向上

プロジェクト、地域では子ども食堂や職場体

験など青少年奉仕に熱心に取り組む。  

Facebook（hƩps://www.facebook.com/kashihata.rid2640/ ) 



ガバナー 公式訪問レポート 

8月28日(火)。8月28日(火)。公式訪問その

31。「貝塚ロータリークラブ」。奥田会長、川

崎幹事を筆頭に、チームワークの良さと

ロータリーへの高い関心が光る。ロスアンゼ

ルス郊外のカルバーシティRCとの交流の一

つ、短期の学生交換は伝統事業。メイキャッ

プ奨励委員会はユニーク。  

8月29日(水)。公式訪問その32。「貝塚コス

モスロータリークラブ」。川﨑会長、安野幹事

を筆頭に、チームプレーと奉仕の精神が光

る。コスモス奨学会制度は、クラブ単体の奨

学金制度として出色。   

8月29日(水)。公式訪問その33。「羽曳野

ロータリークラブ」。川口会長、八尾幹事を

始め、仲の良さが際立つ。市民フェスティ

バル等地域活動にも取り組む。16時からの

開催。夕方の例会はユニーク。   

8月30日(木)。公式訪問その34。「泉佐野

ロータリークラブ」。安倍川会長、脇田幹事

を筆頭に、伝統を誇る名門クラブらしく重厚

な雰囲気。年齢層も好バランス。地域で評価

の高い音楽イベント「スプリングコンサート」

は自主事業。   

Facebook（hƩps://www.facebook.com/kashihata.rid2640/ ) 



ガバナー 公式訪問レポート 

8月30日(木)。公式訪問その35。「岸和田南

ロータリークラブ」。西村会長、増田幹事を

始め、会員の年齢バランスが絶妙。小規模ク

ラブの利点であるチームワークと小回りの

良さが光る。タイのサトーンRCとの「ウォー

タープロジェクト」は秀逸。 岸和田南 

 

8月31日(金)。公式訪問その36。公式訪問そ

の36。「高野山ロータリークラブ」。近藤会

長、尾上幹事を筆頭に、重厚な雰囲気の会

員がずらり勢揃い。17人と小規模ではある

が実質的なエリア人口は2000人。観光資源

対策として「もみじ」の植樹に取り組む。  

9月の公式訪問日程 

Facebook（hƩps://www.facebook.com/kashihata.rid2640/ ) 



基本的教育と識字率向上月間に寄せて 

「基本的教育と識字率向上」とは？ 

地区社会奉仕委員会 委員長 坂東 剛 

 世界には子どもたちが基本的な教育を受けられず、成人が十分に読み書きできない国や地域

があります。そうした地域で基本的教育を提供し、識字率を上げれば、そのほかの諸問題の解決

（貧困の削減、健康状態の改善、地域社会と経済の発展、平和構築など）の糸口をつかむことが

できます。「基本教育と識字率向上」は、ロータリーの６つの重点分野の一つとなっています。 

基本的教育・識字が重視される理由 

・すべての女性が初等教育を終了すれば、妊婦の死亡率は66％減少する。 

・読み書きのできる母親を持つ子どもは、読み書きのできない母親の子と比べて、５歳以上まで

生き延びる確立が50％高い。 

・低所得国で全生徒が読み書きを習得した場合、1億7100万人が貧困から脱け出すことができる。

これは全世界の貧困の12％に相当する。 

 世界的に、教育・識字の分野では進展が見られています。国連ミレニアム開発目標の報告書に

よると、成人と青少年の識字率は上がっており、男女差も縮まっています。しかし、まだ多くの面

で課題が残されています。 

・世界で5800万人の子どもが学校に通っていない。 

・4年間の初等教育を受けた後も読み書きのできない子どもが2億5000万人いる。 

・7億8100万人の成人が読み書きできない。 

(引用元：www.rotary.org) 

 

 9月は「基本的教育と識字率向上月間」です。これまでの活動による成果を確認し、さらなる支

援の必要性について認識を深めましょう。 

各クラブ社会奉仕委員長様には是非この機会に、当月間の意義や重要性を会員皆様にインフォ

メーションして頂き、更なる活動の活性化に取り組んで頂ければ幸甚です。 

 当地区では過去から、公益社団法人日本ユネスコ協会連盟の「世界寺子屋運動」を支援してい

ます。毎年当月間に各クラブ様へ協力のお願いをしてきました。本年度もご支援頂ければと思い

ます。募集内容については、４月に開催した「地区研修・協議会 部門別会議 社会奉仕、職業奉仕

部門」で申し上げた通りです。 

 

 送り先については、本年度は「公益社団法人日本ユネスコ協会連盟」に直接ご送付下さい。

ホームページをご覧頂き、「トップ画面」⇒「世界寺子屋運動発展途上国の教育支援」⇒「詳しく

知る」⇒「世界寺子屋運動に参加する」で詳細ページに辿り着きます。送付元団体名は、「第2640

地区○○○ロータリークラブ」でお願い致します。締め切りについて特に定めはありません。各ク

ラブ社会奉仕委員長様のご判断にお任せ致します。 



「ロータリーの友」の寄稿受付項目と掲載されやす

い「秘訣」を紹介します。 

ぜひ、ご一読の上、お試しください。 

 

友愛の広場 

エッセーや海外ロータリークラブ訪問記、時局雑感

など。 

原稿：1000 字程度  写真：あれば添付 

ロータリー・アット・ワーク写真編 

・ロータリークラブ、地区、インターアクト・ローターア

クトクラブなどの奉仕活動を写真で紹介。活動後１

カ月以内にご投稿ください。 

原稿：150 字程度（必ず活動日を入れてください）

写真：記念撮影以外で活動の様子が分かるもの 

ロータリー・アット・ワーク文章編  

・ロータリークラブ、地区、インターアクト・ローターア

クトクラブなどの奉仕活動を文章中心に紹介。活動

後 1 カ月以内にご投稿ください。原稿：600 字以

内 写真：あれば添付（記念撮影以外） 

ロータリー俳壇・歌壇・柳壇 

1 カ月に 1 人はがき 1 枚に 3 句（首）まで。クラ

ブ名・お名前・電話番号を記入。メール投稿はお受

けできません。 

私の一冊 

会員おすすめの本を紹介。一般的、入手可能な市

販書籍でお願いします。 

原稿：320 字以内。別に書籍名、著者名、出版社、発

行年を付記してください。 

わがまちの味 

わがまちの自慢の郷土料理や、変わった例会の食

事、個人的な思い出の味などを紹介。 

原稿：100 字以内（食べ方、由来などを説明） 

写真：料理のアップ写真 

 

『友』ウェブサイトから記入用紙をダウンロード可 

『友』ウェブサイトの投稿フォームから投稿可 

 

 

投稿の方法について 

投稿時はＥメール・郵送のいずれも「名前」「所属ラ

ブ」「連絡先」を必ず記入してください。 

Ｅメール 

hensyu@rotary-no-tomo.jp に、原稿データと写真デ 

ータを個別に添付し送信してください。写真は jpeg

などの元データ（200KB 以上。圧縮しない、なるべく

大きなデータサイズ）を原稿に貼りつけず送信してく

ださい。 

送り先  

一般社団法人ロータリーの友事務所 

〒 105 － 0011 東京都港区芝公園 2-6-15  

黒龍芝公園ビル 4 階 

TEL 03-3436-6651/ FAX 03-3436-5956 

Ｅメール hensyu@rotary-no-tomo.jp 

投稿フォーム www.rotary-no-tomo.jp/form.php 

 

原稿や写真が雑誌に掲載されやすい  

ちょっとしたコツ 

◎生き生きとした写真が決め手 

 理想的な写真とは―― 

 1.活動の様子がよくわかること 

 2.参加者がわかること 

 3.集合写真（記念撮影）でないこと 

◎活動の内容を重視した記事を書く 

 理想的な原稿は―― 

 1.言いたいことを簡潔に 

 2.読者が知りたいと思うことに気を配る 

 3.皆さまのクラブを知らない読者のために 

 

『ロータリーの友』は日本全国、さまざまな地域の人が

読んでいます。そんなことから皆さまのクラブの

ことを知らない人たちに自分たちのクラブや、そ

の活動について伝えるには何が必要かを考えな

がら、原稿を書いてください。 

 

以上、ロータリーの友手引き書より 

「ロータリーの友」に寄稿しよう 

「ロータリーの友」地区代表委員 竹中 喜廣 













地区委員会活動報告 

青少年交換委員会 委員長 水崎哲男 

青少年短期交換受入学生高野山研修  

担当 ： 副委員長 米澤 清和 
 
 7月19日（木）短期交換受入

学生ドイツ人5名、オランダ人

3名、チェコ人1名、スコットラ

ンド人1名、短期交換派遣学生

5名、ロータリアンと家族9名、

ROTEX1名、保護者1名の26名

で高野山研修を行いました。 

 今年も高野山ロータリークラブのご協力を

頂き、大伽藍、金剛峯寺、奥ノ院を見学しまし

た。高野山ロータリークラブの皆様には、当日

の移動のためのマイクロバスの手配、英語の解

説が出来る僧侶やガイドをご紹介頂き、受入学

生達も十分研修を理解でき、学習できたこと

を、この場をお借りし御礼申し上げます。仏教

の歴史や仏教の教えを英語で説明してもら

い、それを通じて、日本とは、日本人の物の考

え方、日本人の精神を理解することができ、受

入学生だけではなく、派遣学生の日本の高校

生にとっても、意義のある研修であったのでな

いかと思います。また、昼食は蓮華院にて精進

料理を頂きました。精進料理の意味、料理の内

容も英語のできるスタッフに説明してもらい、

関心しながらおいしく頂いていた様です。当

日、涼しい高野山を期待しておりましたが、34

度の猛暑日でヨーロッパからの学生たちは少

し疲れたようでしたが、受入学生にとっては、

日本、日本人を知ることが出来る、とても意味

のある研修でした。 

 



地区委員会活動報告 

青少年短期交換受入学生歓迎会   

青少年交換委員会 副委員長 米澤 清和 
 

 7月21日（日）大阪天王寺都ホテルにて、短期

交換受入学生、ドイツ人5名、オランダ人3名、

チェコ人1名、スコットランド人1名を迎え歓迎会

を行いました。 

 多くのロータリアン、保護者、学校関係者の

方々にご参加頂き、総勢58名の賑やかな歓迎

会となりました。 

 まず最初に、樫畑ガバナーの開会のご挨拶

では、突然に英語でのスピーチをお願いしたの

にもかかわらず、受入学生たちに心温まる歓迎

の言葉を各国へのご自身の思い出をまじえ、

英語で語っていただき、学生たちは熱心に聞

いておりました。ケーキとソフトドリンクの休憩

の後、受入学生がそれぞれ5～6分のスピーチ

をしました。スピーチではそれぞれ日本人派遣

学生とペアになり、受入学生の英語でのスピー

チを、日本人学生が通訳する形で行いました。 

 ほとんどの学生が日本に来て10日から2週間

が経っており、日本でのいろいろな経験したこ

と、日本の食事、文化などを語っておりました。

日本人学生と協力して、スピーチを考え、訳し

て、発表しており、悪戦苦闘しているペアもいま

したが、小さな国際親善を見るようで、微笑まし

く思いました。 

 3週間づつ、6週間という短い期間ですが、学

生たちがこの友好関係を築き、将来も続けて、

各国と日本の親交の懸け橋となってくれること

を期待しております。 

  



地区委員会活動報告 

青少年短期交換広島研修   

青少年交換委員会 副委員長 米澤 清和 
 

 7月22日（日）短期受入学生、ドイツ人5名、オラ

ンダ人5名、チェコ人1名、スコットランド人1名、短

期派遣学生7名、ロータリアン4名、ROTEX1名の

22名で広島研修に行ってまいりました。 

 今年は記録的な猛暑で、学生の体調管理や、

2週間前に起こった西日本集中豪雨の交通機関

への影響など、心配な事案はありましたが、例

年通り午前中に宮島、厳島神社、午後からは広

島平和記念資料館に行きました。、当日は、引き

潮でしたが、海上に創られた社殿を関心をもっ

て見学していました。37度という猛暑日で、中に

は海に入る学生がおり、驚かせられました。 

 宮島での昼食後、広島へ向かいましたが、JR

在来線が西日本集中豪雨の影響で、1時間に2本

の普通電車しか運行していなかったこともあり、

かなりの時間を要してしまいました。その結果、

午後からは広島平和記念資料館を１時間のみの

見学になってしまい、受入学生には、残念なこと

となりました。しかし、資料館では１時間集中し

て、戦争の悲惨さ、核兵器の恐怖、世界平和につ

いて研修していました。 

 日本が世界で唯一の核被爆国であることか

ら、この短期受入学生の広島研修は欠かせない

行事の１つだ、と考えております。 



地区委員会活動報告 

インターアクト年次大会 

インターアクトクラブ委員会  委員長 近藤 本淳 

 ７月２２日（日）橋本市教育文化会館にて、インターアクト年次大会が開催

されました。進行はホスト校の初芝橋本高校インターアクトクラブの生徒た

ちが務めました。開会宣言・点鐘の後、国歌・インターアクトの歌を斉唱、開

会のことばを地区インターアクト委員長の近藤本淳君が述べ、歓迎のこと

ばを初芝橋本高校インターアクトクラブの提唱RCである、橋本RC会長中村

嘉宏君と、学校を代表してインターアクト生徒代表亀谷雄介君よりいただ

きました。樫畑直尚ガバナーからご挨拶をいただいた後、恒例の今年度の

地区インターアクトのターゲットを発表。今年のターゲットは清風南海中学

高校インターアクトクラブ提唱の『Let’s take a courageous step forward to make everyone 

happy.』(あなたの勇気ある一歩がみんなを幸せにする)に決定しました。 

 午前中は、「国際理解・青年海外協力隊」と題して、元青年海外協力隊員でマラウイ共和国に数

学教員として派遣された山浦 裕氏よりお話を伺いました。 

 午後は、「ハンディークラフト生産者の収入向上の支援について」と題し、これも元青年海外協力

隊員でフィリピンにコミュニティ開発支援に派遣された平松 佑理氏よりお話をいただきました。

両講師が２年間の派遣中、楽しいことばかりではなく、辛く苦しいときこそ、智慧やアイデア、地元

の人々との交流の中で、自分を確立し成長につなげていったことがよくわかりました。また、冒頭、

ガバナーよりJICAの歴史についてのレクチャーもあり日本の世界貢献の歴史も学ぶことができま

した。 



地区委員会活動報告 

リーダーシップ フォーラム 

ローターアクトクラブ委員会  委員長 永野 祥司 

 ８月１９日（日）、岸和田市総合体育館で、ローターアクトのリーダーシップ 

フォーラムを開催しました。 参加者は、RAC 24名、RC 15名、ゲスト 5名、合計 

44名。実質今期最初の地区行事。 

 アクターの出席率は約50%と伸び悩みましたが、樫畑ガバナーをはじめ、多

くのロータリアンの方々や地区内外のゲストの方々に参加頂き、それなりの規

模で地区行事を開催することができました。 

 今期の地区の運営方針や重要事項の落とし込みをしっかり行えたと考えます。しかし、クラブ単

位では今期活動に不安も残るクラブもありました。 今回のメインプログラム｢ミニ運動会｣は地区

幹事と地区会計に企画、準備、進行を任せましたが、期待値を大きく上回る企画運営をして頂き、

今後の地区運営において頼もしい存在になってくれると感じました。只、事前資料配信の遅れ等、

行事に臨むまでの段階で改善点が多く、今後の課題です。 

      RA委員長      ガバナー   ガバナーエレクト   地区RA代表 



クラブ活動報告 

世界文化遺産PR 幟デザインコンクール 

 

堺おおいずみロータリークラブ 

  社会奉仕委員会（担当 猿田 慎男) 

   

  堺おおいずみロータリークラブ（会長 姫野 晃）は、予定者の段階から準備に入り、4月から6月
末日まで市の広報などで、「百舌鳥・古市古墳群を世界文化遺産に」をテーマに世界文化遺産PR
のため、幟(のぼり)デザインの募集を行いました。 

 蓋を開けてみると、120作品の応募をいただき（中高生からも75作品の応募）、主催者としては、
予想以上の応募にびっくり！非常に嬉しく思いました。 

  7月18日堺商工会議所内にて表彰式を、樫畑ガバナー・寺崎ガバナー補佐ご臨席のもと、無事
にまた、厳粛に執り行いました。 

  最優秀賞 木村幸代さんのデザインにて500本の幟を製作し、堺9RCの皆様のご協力をお借り
し、堺市・羽曳野市・藤井寺市に立ていきました。ロータリーマークが入った幟です、公共イメージの
アップにも繋ったと確信しております。 



クラブ活動報告 

ロミタ市(米国）の交換学生をお迎えして 

高師浜 RC ・羽衣 RC 合同歓迎納涼例会 

  高師浜ロータリクラブ 

羽 衣ロータリクラブ 

 ８月２日 (木)、高師浜RC(会長 永山 健二) ・ 羽衣RC(会長 納谷 政志)合同で、高石市姉妹都
協会が招いてる、米国ロミタ市からの交換学生協会が招いてる、米国ロミタ市からの交換学生と
引率者 、ホストファミリー他関係と引率者 、ホストファミリー他関係、両クラブでお世話している
米山奨学生をお招きして、楽い時間を過ごしまた。 

  ロミタ市は 、クラブのある高石市と、クラブのある高石市と姉妹都市提携を結んでおり、隔年 
この時期にロミタ市から交換学生が来日し、２年に一度の 両クラブの恒例行事となっております。  

 交換学生達は、ホストファミリー、ホストファミリーで用意して頂いた浴衣を 着せてもらい、今年 
は本家秋月会様の ご協力を得て、日本の伝統文化である盆踊りをみんなで賑やかに踊りまし
た。 

 短い時間でしたが、日本の夏の風物詩である浴衣、盆踊り、手作りうちわを楽しんで頂き、日本
で の想い出作りの一助をさせて頂きました。 



クラブ活動報告 

２８年間継続している フィリピンでの国際奉仕事業  

デイケアセンター保育園建設プロジェクト ・ ４年大学における大学奨学生プロジェクト  

 

和歌山中ロータリークラブ  

 和歌山中ロータリークラブ（会長 大平 洋和）が継続して取り組んでいる国際奉仕活動について、ご報告
申し上げます。 (国際奉仕委員会、デイケアセンタープロジェクト推進委員会、中RC育英会） 

Ⅰ．フィリピンにおけるデイケアセンター保育園建設プロジェク 

 《概要》 

 クラブ創立５周年（１９９０年）から、現在まで２８年間継続しており、この間、１０箇所のセンターを建設。 

 （１）サンペドロ市（マニラ市の南 ３０km、人口３５万人）の貧困地域において、3～４歳の児童を対象に給食
サービス、英語の初等教育等を提供しています。 

 （２）１か所で、平均７０名の児童を収容しています。現在の収容児童総数は、７００名、これまでの卒園生数
は、約９,０００名になりました。 

 （３）建設総費用は、１か所平均３００万円×10か所＝３０００万円、内、日本側の支援額は、1か所平均１５０万
円、累計で約１５００万円になります。 

①キュヤブセンター 
1991年7月建設 

②マグサイサイセンター 
1995年4月建設 

③バゴン・シラング･センター 
1997年6月建設 

④エルヴィンダ・ヴィレッジ・センター 
2000年1月建設 

⑤サン・ロケ・センター          
2001年2月建設 

⑥サン・ヴィセンテ・センター       
2003年8月建設 

⑦ランガム・センター           
2008年8月建設 

⑧ララム・センター            
2012年6月建設 

⑨バヤン・バヤナン・センター       
2016年2月建設 

⑩ランガムPEA－２Aセンター       
2018年2月建設 



クラブ活動報告 

Ⅱ．フィリピン４年制大学における大学奨学生プロジェクト 

   (国際奉仕委員会、デイケアセンタープロジェクト推進委員会、中RC育英会） 

《概要》 

  創立２０周年の２００５年から、現在まで１３年間継続し、累計 １９名の学生を支援しました。 

（１） 前述のデイケアセンター保育園の最初の卒園生が大学進学年令に達するのを待ち、満を持し
て、創立２０周年の年にプロジェクトをスタートさせました。 

（２） 「デイケアセンター保育園プロジェクト」による各センターの卒園生であり、且つ通常であれ
ば経済的に大学進学が叶わない貧困家庭出身の優秀な子女を、年間１～２名選抜し、マニラ
市またはサンペドロ市の４年制大学で勉学出来るよう支援して来ました。 

（３） ２００５年以来、累計 １９名の学生を支援し、内 ４名は、現在在学中です。 

（４） 費用は、１人当たり４年間で、マニラ市の大学で、１００万円（対象１０名） サンペドロ市の大学で、
５０万円（対象９名）です。 

これまでの日本側支援総額は、１,４５０万円になります。 

Ⅲ．ロータリアンとしてのやり甲斐と誇り 

 和歌山中ロータリークラブ一同は、「デイケアセンター保育園建設プロジェクト」により、サンペド
ロ市貧困地域の子供たちの教育環境が大きく改善したこと、 

 そしてロータリークラブが現地の地域社会から高く評価されていることに奉仕活動の喜びとや
り甲斐を感じています。 

 また、私たちの「４年制大学奨学生プロジェクト」により、恵まれない家庭出身の子女たちが、高
等教育のチャンスを掴み、一流の社会人としてフィリピン国内のみならず、国際舞台で活躍してい
ることにロータリアンとしての誇りを感じています。 

(追記) 

  和歌山中ロータリークラブは今、平均年齢73歳で、このままではこのプロジェクトをいつまで継
続出来るか危惧しています。ご協力して頂けるクラブがありましたら、是非、ご連絡下さい。一緒に
活動して喜びとやり甲斐を感じてみませんか。よろしく願い申し上げます。 

フィリピン・デイケアデンター 2018年度 合同卒園式/表彰式 



クラブ活動報告 

平成30年西日本豪雨被害義援金募金活動 

 

河内長野高野街道ロータリークラブ 

 

 被害に遭われた被災者の皆様に衷心よりお見舞い申し上げます。 

 当クラブでは、2018年8月18日（土）に（一社）TERA KO-YAが主催する高野山壇上伽藍での
「ちょこっと案内プログラム」において、当クラブとアルクKiddy CAT英語教室（隅田校、御幸ケ丘
校）と4者合同で、西日本豪雨被害義援金募金活動を実施しました。 

 また、事前にクラブ内にて実施した募金の合計 72,201円を高野山真言宗総本山金剛峯寺社会
人権局を通じ、被災地支援金として、8月22日に金剛峯寺へ義援金を奉納しました。 

 活動では、英語教室の生徒（小学校低学年～中学生）が壇上伽藍を訪れる観光客（日本、アメリ
カ、イタリア、イングランド、オーストラリア、スペイン、中国、台湾、フランスなどからの多くの観光客、
合計 約200名）に日本語と英語で案内し、外国人に対しては英語で募金協力を呼び掛けました。 

 8月22日には、高野山真言宗総本山 金剛峯寺で被災者追悼法要が執り行われ、当クラブ会長 
飯阪 保とアルクKiddy CAT英語教室 隅田校 後藤先生、同教室 御幸ヶ丘校 高津先生、TERA KO
-YA 岡本代表が総本山金剛峯寺に義援金を託し、総本山金剛峯寺社会人権局（http://
www.koyasan.or.jp/sp/news/2018/07/12/2892/）から、被災地に届けて頂く予定となっています。 

義援金募金活動に参加する河内長野高野
街道ロータリークラブ会員 

募金を呼びかけるアルク
Kiddy CAT英語教室の生徒達 

英語で壇上伽藍を「ちょ
こっと案内」するアルク
KiddyCAT英語教室の生徒達 

募金活動の様子  「伽藍ちょこっと案内プログラム」と「西日本豪雨被害義援金募金活動」の
参加者集合写真 

8月22日 総本山金剛峯寺での西日本豪雨被害義援金奉納式  



クラブ活動報告 

花壇の植栽、献血活動など、多彩なロータリー活動 

 

堺東南 ロータリークラブ 

 

 現在、堺東南ロータリークラブ(会長 鶴 啓之)の会員数は、８名と言う状況です。50年間、他ク

ラブと同様、同じロータリーとして、地域にロータリーの存在を知っていただくため、人数に合わせ

た活動を興してきました。 

 以前は、大相撲大阪場所の際、春日山部屋（現中川部屋）の力士と、幼稚園保育園等数か所、精

華高校のインターアクトの生徒と共に「ふれあい巡業」と称して、地域に深く入り込み、存在を発揮

しました。残念ながら、部屋の事情から断念した経緯があります。 

 継続の活動としては、北野田ダイエー駐車場前の花壇の植栽、北野田駅前での献血活動。 

 地域貢献としては、小学生高学年、中学校の生徒による弁論大会の協賛、大阪府立大学留学生

の支援、夏休み恒例の地域小学校の相撲大会（男子）、ミニバスケット（女子）の支援、秋恒例の堺

市展の支援等が活動の実態です。 

 人数が揃っていたら、もっともっと活動の範囲を増やし、地域に喜んでいただくことも出来るだ

ろうと考えますが、徐々に成し得たいと考えます。 

 東南各会員の思いを行動に変え、50年続いたロータリー精神を「維持」するよう、今年度最低増

強 “２名” を目指して頑張っています。 



クラブ活動報告 

西日本豪雨災害の義援金を毎日新聞大阪社会事業団に寄託 

 

和歌山南ロータリークラブ 

 

 和歌山南ロータリークラブ（会長 三木 菊夫）は、8月10日、西日本豪雨の被災者

への義援金として、10万円を毎日新聞大阪社会事業団に寄託しました。 

 被災者にお見舞い申し上げ、一刻も早く立ち直れることを祈っています。 

 

 

【2018年8月11日 毎日新聞(和歌山)掲載】 



クラブ活動報告 「ロータリーの公共イメージ向上のための事業」  

市内公共スペースの美化に寄与  

和歌山県庁玄関前プランター植替え事業  

和歌山中ロータリークラブ  

  

 和歌山中ロータリークラブ（会長：大平洋和）では、社会奉仕事業の一貫として、「和歌山県庁玄

関前の美化」に取り組んでいます。この事業は、「ロータリーの公共イメージ向上のための事業」と

して位置づけており、今年度も継続する計画です。 

 内容：県庁玄関前プランター２０箱を年３~4回植え替え 

 経緯：当時の県知事からのご要請を受け、1992年から26年間にわたり継続中 

 ロータリークラブの考え方は、「自分の都合もあるけど、もっと相手の幸せを考えて毎日を過ご

そうよ」というものです。この考えを、自分たちの仕事や、和歌山市内での活動や、海外での活動で

実践しようとしています。 

 市内では、県庁玄関前のお花やJR駅前の花壇設置で公共スペースの美化に寄与しています。海

外では、フィリピンの貧しい地域で保育園を建設したり、高卒生に４年間分の大学奨学金を寄贈した

りしています。 

 当クラブに興味のある方は、一度事務局にお電話してみて下さい。 ０７３－４２３－３５５５です。 

 尚、当クラブに入ると英語が上達するという噂もあります。  

2018年8月3日 

和歌山新報 掲載記事 
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ロータリー文庫 
〒105－0011東京都港区芝公園2-6-15黒龍芝公園ビル3階 

TEL（03)3433-6456・FAX（03)3459-7506  http://www.rotary-bunko.gr.jp 

開館＝午前10時～午後5時  休館＝土・日・祝祭日 

ホームページから検索 http://www.rotary-bunko.gr.jp 

 

「ロータリー文庫」は、日本ロータリー50周年記念事業の一つとして、1970年に創立された皆様の

資料室です。 

ロータリー関係の貴重な文献や視聴覚資料など、約２万４千点を収集・整備し、皆様のご利用に備

えております。閲覧は勿論、電話や書信によるご相談、文献・資料の出版先のご紹介、絶版資料に

ついてはコピーサービスも承ります。 

また、一部資料はホームページでPDFもご利用いただけます。クラブ事務所にはロータリー文庫の

「資料目録」を備えてありますので、  ご活用願います。 以下資料のご紹介を致します。 





入会 おめでとうございます。 





2018-2019年度 国際ロータリー第2640地区 オフィシャルホームページ 

http://rid2640g.com/kashihata/ 
2018-2019年度 国際ロータリー第2640地区 facebookページ 

https://www.facebook.com/kashihata.rid2640/ 

ガバナー月信は、地区と地区内クラブの

情報交流を促進し、各クラブの運営、活動に

活かせてもらうため、情報収集に努めてい

ます。皆様の寄稿、ご協力をお願いします。 

具体的には、記念事業や特別例会、クラ

ブ奉仕活動、親睦活動（家族会、親睦旅行、

同好会等）や会員増強等、職業奉仕（講演

会、講習会、視察等）、社会奉仕（清掃活動、

福祉・教育支援事業等）、国際奉仕（友好クラ

ブとの交流、各社会奉仕プロジェクト）、青少

年奉仕（青少年交換、インターアクト、ロー

ターアクト、ライラ等）、そのほか、ロータリー

財団、米山記念奨学会等の活動などの案

内、募集、報告等の寄稿をお願いします。 

また、ご提供いただける情報は、文書面、

資料、写真をＦＡＸ、封書等又はメールでガ

バナー事務所へご送付ください。 

月信では、引き続き、国際ロータリー、地

区、クラブの情報をとりまとめ、掲載情報の

収集等、紙面の充実に努めてまいります。ご

協力をお願いします。 

9月の行事予定表 


